
 令和５年度 園経営計画 足立区立緑町保育園 

園長 高橋 よし江 

１ 園の経営目標 
・子どもを大切に思い信頼関係を基に主体的な遊びや体験を通して学びの芽を育て深めていく。 

・子どもの健やかな成長を願い、自らの保育を振り返りながら保育の専門性と質を高めた保育を 

実践していく。 

・保護者、近隣地域の方より信頼され共に子育てを支える保育園としての役割を職員で担っていく。 

 

２ 園の現状 

・愛着形成の確立や人への信頼関係を育むために子ども一人一人の人権の尊重を基盤に思いを受け

止めていくことを大切にしている。小規模園のため、１歳～５歳児まで一緒に園庭で遊ぶことが

多く日頃から自然な交流を持つことができている。 

・近隣保育園（２園）、保育ママ受託児への園庭開放も行っており異年齢交流も盛んである。 

・一時保育やマイ保育園の需要が増えてきており地域の子育て支援を担っている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子どもの人権を尊重し生活や遊びを通して意欲と関心を引き出す 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・人権教育を推進し、一人一人を大
切に思う保育を実践していく。 

・職員一人一人が人権意識をもち常に人権教育を進める。 
・保育実践振り返りシートのチェックリストを定期的に（年

３回）行う。 

・一人一人の思いと丁寧に向き合い
自己肯定感を育てる。 

・子どもの思いを受け止め共感し、寄り添い丁寧に向き合い
応答的に関わることで自己肯定感を育てる。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子どもが主体的に遊べる環境を整えていく 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園庭での遊びの環境設定を年間を
通して考える。 

・遊具や環境について継続的に取り組んでいくために環境プ
ロジェクトで検討し子どもたちの興味や関心に合わせた 
環境を整える。 

・一人一人が満足するまで遊べる年
齢に応じた室内環境を整える。 

・月案反省時に各保育室の環境について職員で見直す機会を
設け意見を出し合い情報交換を行い保育環境への意識を
高めていく。 

・一人一人が保育の課題と現状を知り学びを深める。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保護者、地域との連携を図り情報発信をしていく 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園や子どもの様子を保護者や地域
にわかりやすく発信していく。 

・コドモンを通して園行事や子どもの姿をタイムリーに発信
していく（クラスだより年 7 回発行、保健・給食だより年
6回発行）。 

・日々の登降園時に園での様子を丁寧に伝えながら子どもの
成長を共に喜びより良い関係を築いていく。 

・周辺施設との連携を図る。 
・看護師、専門機関との情報交換、連携を図り安心、安全、

健康な子育て支援を行う。 
・近隣園、保育ママなどに園庭開放の際交流を深める。 


